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はじめに 

製鉄所における連続鋼板製造ラインは長さ数 km にも及び、その間連続鋼板はロールにより接触支持搬送

されている。この様なロールによる連続鋼板の搬送ラインにおいて、鋼板とロールの接触による表面品質劣

化などの問題が多数存在する。この問題を解決するため、当研究グループでは走行する連続鋼板のエッジ近

傍に電磁力を印加することにより、鋼板の振動を抑制する非接触エッジ制御を検討している 1)。また、連続

鋼板が進行方向を変更しながら走行する部分に対する非接触案内を実施し、その有効性を確認している 2)。

しかし、電磁石配置位置など最適な案内路の設計手法は確立されていない。本報告では、走行中の鋼板の応

力静的構造に着目し、解析結果からループ部分の最適な非接触案内路を設計するための基礎的検討を行った。 

走行中の鋼板の応力解析 

本研究では、吊り下がっている鋼板の解析モデルに張力 3)を与

えて静的構造解析を行った。解析は静的構造解析ソフトである

ANSYS Workbench Mechanical を用いた。解析により得られたミ

ーゼス応力の分布を Fig. 1に示す。走行時の鋼板はループ形状部

の下部に張力の影響を受けて応力が高くなる位置が得られた。 

走行実験の結果および考察 

解析より得られた応力の高い箇所に電磁石を集中的に設置し

た走行実験を行い、鋼板の面外方向の変位を測定標準偏差から

振動抑制効果の評価を行った。 本報告ではループ形状部分の入

り口と中間と出口（0°90°180°）に電磁石を配置した案内路

（A）と連続鋼板のループ形状部の下部に集中的（20°90°

160°）に電磁石を配置した案内路（B）を用意し、鋼板の走行

速度を 1000 m/min とした。各案内路を用いた走行鋼板の変位標

準偏差を Fig. 2 に示す。それぞれの結果を比較すると、電磁石を

ループ形状部分下部に集中的に配置した案内路（B）の方が（A）

と比較して変位標準偏差が減少していることが確認できた。 

以上の結果から解析により得られた応力の高い箇所に電磁石

を集中的に設置することで走行中の安定性が高い案内路が得ら

れることがわかった。 
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Fig. 1 Analysis result. 

Fig. 2 Standard deviation of displacement. 
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